
東京教育大学理学部付属菅平高原生物実験所
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本実験所は長野県小県郡真田町菅平;こあり，昭和 9年10月12日に東京教育大学の母体であ

る東京文理科大学;こ付属する生物研究所として発足した。

菅平高原生物実験所(昭和41年〉

〔敷地)約30ha(約10万坪〉は現在の真田IRJ.上田市・東部IllJ，すなわち!日上田市ほか 9

カ村(長，本)京，ネrp科，や11J I ¥，豊里， 1設域，塩尻，和，県〉の共有財産組合より寄付を受け

たものであるO

おさ

-1二地寄付の交渉は，おもに上田市出身の八木誠政氏(当時東京文理科大学講師)，地元長村

のttill沢儀一;部氏(当時:村長)，荒木支格氏(当時村会議長)，久保藤一氏(当時助役〉などの

間でなされ，文部・大蔵前省との事務接衝には，もっぱら佐々木三之助氏(当時東京文理科

大学事務官〉が当った。

交渉は昭和 8年12月23日に始まり，翌9年には山林-大拐神渓谷・牧場を含む海抜1，300m

の広大な土地が，研究所敷地として大学に寄付されることになった。

土地寄付に続き，長野県南安曇郡豊科町出身の松尾fl青見氏〈当時東亜たばこ専務取締役〉が

研究所建物を寄付されることになり，昭和 9年の第一期工事から毎年数千円ずつ 4年間に

わたり総計20，425円の建築費を拠出された。これにより，今日見られる研究室・標本室・事

務室・居室・食堂など 594m2!こ及ぶ建物が完成した。

研究所創設当時は満州国の新京付近と気候条件の似た菅平で，満州開発のための生物学分

野の基礎的研究を行なうことを[~的としていたが，現在では菅平の特色を生かした生物学の

研究および地理学部門の研究がなされている O

創設以来，毎年東京文理科大学・東京高等師範学校・東京教育大学およびその他の大学の

生物学科学生の野外実習が行なわれ，教育の場としても活用されてきた。
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なお昭和40年 4月1!ヨから，宿額であった官~Jが実施され，わが国に数少ない高原生物の

研究施設として再出発し名称も東京教育大学理学部付属菅平高原生物実験所と改められ

た。これに伴し、定員および予算も増加し，学生宿舎(大明神寮)が建設され，各方揺で飛躍ー

的;こ充実しつつある O

施 設

建造物の面積は現在研究室-事務室など330m~ ，

車庫約20m2，官舎約40m2，総計約690m2で、ある
O

標本室105m九宿舎約142m2，納屋53m九
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菅平高原生物笑験所敷地略図(図の上ms'/)>111担IJで，東北プJ向〉

第一期工事建物 昭和 9年 9月 71ヨ 第二期工事建物 昭和10年 8月12日

〔建物J I昭和 19 年から 4 カ年にわたって建てられたため複雑な構造をしているO 標本~の

中央には霧第があり霧の自の指針となっている O

ひ謀本展示室〕 創立以来所員が収集した当地域の動植物・鉱物の標本・土器・石器などの

発掘品および地元の人びとから寄付された標本を展示し，一般の見学に供しているO 見学者

はおもに長野県・東京都・大阪府など各地の小・中学生や高校生で、年間 2万人を越える。
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日植物罰〕 昭和30年に高原樹木医!として造成を始めたが，気候その他の条件に妨げられ現

在はまだ完成の域に達していなし、。苦'rz-地域は年々IJ日発が進みEl然林は急激に姿を消しつつ

あるので，これを補うために特に若干地域のHu物の収集に努力しているO

:JEilii玄i均
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菅平高原生物実験所平面図ω本館 (1 -10 :研究室〉
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菅平高原生物実験所平田沼I(B) 大明子111寮(宿舎) (1-5 :和室〉

(前ページの敷地111告図のようにBがAの右金堂の向かいに建っている〉

実験所の現況

研究活動 現在当研究所では動物発生学・向生態学・同分類学・植物生態学・同分類学・

気象学などの分野の研究が行なわれている O

利用状況 (1)本学および他大学の生物学科学生の野外実習， (2)本学大学院および卒業論

文作成の学生の研究， (3)他大学研究者への研究施設の提供， (4)学会(分科会・シンポジウ

ム〉の開催，などに活用されている。
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所員はただ今， 所長(iJi: i壬の教授)， 助教授1， 助手2，事務官1，技官1，技能員1，事務

員1，臨時用務員 1の計 9名であるO

所員はそれぞれの研究や実験所の仕事のほか，菅平・真田地域に対ーする社会教育活動も行

なっている O

研究業績

生物学・地理学部門で、約50*誌の研究業績が残されている O

業 績 自録

この業績は録:こ;，L 本'j三験)ij[ILl)i片付 八木誠政.jj'i;Jく三雄-鳥居l!1;ij議および現)iJiJlならびに本学理学部

関係者が，菅平で行なった研究を合んでいる。
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Tokyo， 1-277 

八木誠政(1937) : ~lf兎の歩11\1距 :ìlH:および傾斜面に於ける運動について.動物生態学雑誌， 1 : 
11-15 

八木誠政・烏JtfPLj)鼠(1949) ・トワダカワゲラの生J五二生態学I'l'~研究， lll.呼吸flt動，i1iJ熱及び温熱昏

11主に及ぼすメチレンブノレーの影響. 生理生態リ 3: 71-79，東京文理大菅平

高原生物研究所業績

V 



正地理学関係
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